
千葉県ふるさと雇用再生特別基金事業「地域資源を活用した体験型観光推進事業」
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社
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一
二
九

た

ぢ
か
ら

お
御
正
座　

天
手
力
雄
命

（
あ
め
の
た
ぢ
か
ら
お
の
み
こ
と
）

左　

座　

天
御
中
主
命

（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
み
こ
と
）

右　

座　

太
田
命

御神木の「大杉」

長い歴史を感じさせる境内

千葉県指定有形
文化財の本殿

風格ある両部鳥居

出発前、心踊る大井のみなさん

鶴谷八幡宮境内で子安神社神輿との「もみ・さし」

手力雄神社に還御 御仮屋に納まり龍の彫刻が飾られる

早朝の「発輿祭」

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

祭
神

　

手
力
雄
神
社
は
神
武
元
年
、

忌
部
族
が
鎮
祭
、養
老
二（
七

由
緒

主
な
祭
典

一
月
三
日

　

歳
旦
祭（
新
春
祭
典
）

二
月
十
七
日

　

祈
年
祭（
と
し
ご
い
の
祭
）

九
月
十
四
、十
五
日

　

安
房
国
司
祭
出
祭

十
月
九
日

　

例
大
祭（
秋
季
例
大
祭
）

十
一
月
二
十
三
日

　

新
嘗
祭

社
格
：
旧
郷
社
　
鳥
居
：
両
部
鳥
居

社
紋
：
の
ぼ
り
藤
　
宮
司
：
黒
川
邦
保

氏
子
数
：
五
十
三
戸
　
境
内
坪
数
：
六
百
坪

一
八
）年
、舍
人
親
王
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
古
社
と

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。鎌
倉
、室
町
、戦
国
の
時
代
を
通
じ
て
、御
祭
神
は
武
勇

の
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、各
武
将
の
間
で
信
仰
が
厚
く
七
〇
貫
文
の
社
領
を

有
し
、里
見
時
代
、徳
川
時
代
に
は
四
十
三
石
三
斗
の
寄
進
を
受
け
、そ
の
朱

印
状
が
現
存
し
て
い
ま
す
。現
在
の
社
殿
は
天
正
十
二（
一
五
八
四
）年
、里
見

義
頼
が
造
営
。元
禄
十
六（
一
七
〇
三
）年
の
元
禄
大
地
震
に
よ
り
破
損
。宝
永

六（
一
七
〇
九
）年
に
修
理
・
改
修
さ
れ
た
も
の
で
す
。本
殿
の
建
築
様
式
は
三

間
社
流
造
、全
体
が
朱
塗
り
に
施
さ
れ
、彫
刻
も
極
彩
色
、屋
根
は
檜
皮
葺（
も

と
は
柿
葺
）な
ど
中
世
末
の
装
飾
法
と
江
戸
中
期
の
特
色
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。拝
殿
に
向
か
っ
て
左
側

に
聳
え
立
つ
周
四
・
五
m
、樹
高
三
十
七
m
、樹
齢
お
よ
そ
七
百
年
と
推
定
さ

れ
る「
大
杉
」は
、館
山
市
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。手
力
雄
神
社
の

御
神
木
と
し
て
古
来
か
ら
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
愛
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

五
十
戸
た
ら
ず
の
集
落
で
の
旧
郷
社
・
手
力
雄
神
社
の
維
持
・
継
続
に
は
、古

安
房
国
司
祭
出
祭

　

大
井
地
区
の
人
々
に
と
っ
て
、や
わ
た
ん
ま
ち
安
房
国
司

祭（
千
葉
県
無
形
民
俗
文
化
財
）へ
の
神
輿
出
祭
は
最
も
大
き

な
、そ
し
て
特
別
な
想
い
の
あ
る
祭
礼
で
す
。こ
の
神
輿
渡
御

は
神
社
古
文
書
な
ど
に
よ
る
と
延
久
三
年（
一
〇
七
一
）頃
よ

り
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、お
よ
そ
一
千
年
に
も
わ
た
り
そ
の
伝

統
が
連
綿
と
現
在
ま
で
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

安
房
国
司
祭
出
祭
に
は
、

大
井
の
人
達
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
と
り
か
か
り
ま
す
。

「
夏
な
ぎ
」後
の
氏
子
総
会
か

ら
準
備
が
始
ま
り
、総
代
打
合

せ
、出
祭
神
社
神
職
・
総
代
会
議
、神
輿
団
役
員
会
議
、団
長
会
議
な
ど

な
ど
、細
か
な
準
備
が
続
き
ま
す
。

　

そ
し
て
迎
え
る
当
日
、未
明
に「
御
霊
遷
」、早
朝
に「
発
輿
祭
」を
執

り
行
な
っ
た
後
、鶴
谷
八
幡
宮
へ
の「
渡
御
」が
始
ま
り
ま
す
。白
丁
と

紫
の
手
甲
を
身
に
つ
け
た
神
輿
団
員
に
か
つ
が
れ
た
神
輿
は
、北
条
の

街
中
を
練
り
歩
い
た
後
、い
よ
い
よ
鶴
谷
八
幡
宮
へ
入
祭
。長
い
参
道

を
拝
殿
前
ま
で
一
気
に
走
り
抜
け
、も
み
さ
し
を
繰
り
返
し
、高
々
と

さ
し
な
が
ら「
大
井
の
神
輿
」の
最
も
誇
ら
し
げ
な
姿
が
観
衆
の
目
前

で
踊
り
ま
す
。特
に
湊
地
区
の
子
安
神
社
の
神
輿
と
の
も
み
さ
し
の
競

演
は
勇
壮
で
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
神
輿
が
御
仮
屋
へ
納
ま
る
と
手
力
雄
神
社
の
神
職
に
よ
る

「
着
輿
祭
」が
執
り
行
な
わ
れ
た
後
、力
綱
が
解
か
れ
神
輿
屋
根
に
龍
の

彫
刻
が
飾
ら
れ
、神
輿
団
員
た
ち
は「
宿（
や
ど
）」で
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。

　

翌
日
の
早
朝
四
時
か
ら「
朝
祈
祷
」が
執
り
行
わ
れ
、午
後
に
は
北
条
地

来
よ
り
氏
子

た
ち
の
並
々

な
ら
ぬ
信
仰

心
と
地
域
へ

の
厚
い
想
い

が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
お
お
た
の
み
こ
と
）

区
の
山
車
が

入
祭
し
ま
す
。

山
車
が
帰
っ

た
後
の
午
後

五
時
よ
り
安

房
神
社
神
輿

を
皮
切
り
に

「
還
御
」が
始

ま
り
ま
す
。

　

滝
の
口
神
輿
の
還
御
の
後
、大
井
の
神

輿
の
鶴
谷
八
幡
宮
境
内
で
の
最
後
の
も

み
さ
し
に
力
が
入
り
ま
す
。そ
し
て
波
が

引
く
よ
う
に
神
社
を
あ
と
に
し
、大
井
へ

の
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

　

手
力
雄
神
社
に
つ
い
て
か
ら
、惜
し
む

よ
う
に
最
後

の
も
み
さ
し

が
行
わ
れ
、

大
井
の
神
輿

の「
安
房
国

司
祭
出
祭
」

の
終
わ
り
の

時
を
迎
え
ま

す
。


